
当日いただいた主なご意見 市の考え方

　町田市全体の公園における維持管理の予算は減少傾向にあるなか、限られた予算
の中でも市の責務として安定的な歳入の確保に努めながら、未来へつながる投資、町
田市のポテンシャルを更に引き出す事業として「芹ヶ谷公園“芸術の杜“プロジェクト」を
進めております。

　（仮称）国際工芸美術館（以下、工芸美術館）については、芹ヶ谷公園芸術の杜プロ
ジェクトの中心となる事業のひとつであり、文化を次世代につなぐ事業として、国際版画
美術館（以下、版画美術館）、そして芹ヶ谷公園と一体的に整備を進めるものです。ま
た、いかに効率的に公共施設を維持管理していくかを定めた「町田市公共施設再編
計画」の視点に沿っても、既存の版画美術館と接続し、機能や設備の共有・連携を図
ることで、単独で整備するより大幅に面積を削減するよう計画しております。

　整備費用につきましては、工芸美術館に約28億5,300万円、版画美術館の改修に
約3億6千万円、体験工房の整備が約8億円と予定しております。ランニングコストにつ
いては、版画美術館の面積との比較で単純計算すると、二つの美術館を一体管理す
ることのメリットも考慮していない数字にはなりますが、1年間で約3,700万円と算出して
います。

　財政的な負担軽減も考慮し、工事の時期を段階的に行うよう計画しておりますが、い
ただいたご意見も踏まえながら、事業費の縮減を図ってまいります。

にしてほしい。その中で車イスの方のバリアフリーの確保や若い方も公園に来れる取組
みを検討し、続けてほしい。

する必要があるのか。（わたしはそうは思わない）

はできるのか。

　主要な園路やバリアフリーの経路については、公園内の回遊性の向上や中心市街地
とのつながりを考慮した上で計画しております。園路の幅員や勾配については「福祉の
まちづくり推進条例」に準じた整備を行います。
　なお、公園内は自転車をおりて、押していただくようお願いしています。

・ 新設のトイレができたせいで景観が悪くなった。

た。

い。

　いただいたご意見を参考に、今後もトイレを気持ちよくご利用いただけるよう、維持管
理に努めてまいります。

　これまで市民参加型の公園活用実証実験や公園の将来像をイメージするようなイベ
ントを企画してきました。企画に参加した方々のご意見等も参考に、今後も公園の活用
について取り組みを進めていきます。

　周辺の道路の整備状況にあわせて、都営住宅跡地を中心に駐車場の整備を検討し
てまいります。

し、公園に入るというところの整備も進めてほしい。

い。

か紅葉するようになった。

　公園内の雑木林については、植生管理として適切な樹木の更新を行うことで、明るい
空間を確保していくよう検討を進めております。

　来園された方がくつろげる居場所としてベンチやテーブル、縁台など公園各所に新設
する予定です。

上げないでほしい。

では。なぜ文学館側の入口のスロープが必要なのか。

ないか。

　文学館方面からのエントランスは公園の主要な入口の一つと位置づけております。車
いすをご利用されている方やベビーカーで訪れる方等、誰もが気軽にご利用いただく公
園として桜並木の階段部にスロープが必要であると考えております。

である。

で自然の中に入って緑を見る必要性はない。

理由にならないと思うが。

認知させる方法は他にもあるのではないか。
 もみじ園を通るデッキスロープの整備や工事車輌の搬入等の今回の整備にあたって
どの箇所の木を何本伐採するのか。それを市民に示していくべきなのではないか。概
算工事費の算出で、木の伐採の本数が算出できるのではないか。

良くないと考える。

ため、環境に配慮し必要最小限に留めながら進めていってほしい。

　もみじ園のデッキスロープは文学館方面から国際版画美術館や工芸美術館への主
要な経路として整備する予定です。もみじ園を見下ろす新たな景色を楽しめるスポット
にもなり回遊性の向上にもつながるものと考えております。

　もみじ園のデッキスロープは既存の樹木への影響を配慮した基礎構造とする予定で
す。その上で既存樹木の伐採が7本程度発生致します。もみじ園については明るい空
間を確保する為、樹木の更新も必要であると考えており、紅葉を中心とした新たな配
植を含め検討してまいります。

　一番高いところで約１０ｍ程の高さになります。
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　転落防止等については安全性に配慮した構造と致します。また、防犯等の対策も含
め夜間照明を設置する予定です。

　高低差が大きいため延長も長くなるので施工も難しく、工事費も高くなるため、現在は
計画しておりません。

　公園内は自転車をおりて、押していただくようお願いしています。

　公園の入口として、再整備を契機に公園全体で適切に整備をしていきたいと考えて
います。

いたい。子どもの通学路にもなっているため、安全について必ず配慮してもらいたい。今
は、学童を利用している児童も多いのでその（学童帰り）時間帯も含めて考えて欲し
い。

　工事車輌が入ることについては、近隣住民の方へのご説明はもちろん、工事中の動
線経路についても公園利用者の方への配慮をできる限りしていきます。

　また、工芸美術館収蔵庫までの搬入動線についてですが、園路はあくまで公園利用
者の安全、安心を優先するものであり、その舗装についても、公園に馴染むものとなる
よう検討していきます。

があまりない。そういった活動にアートステージを活用してみたい。

明を聞きたかったが、係員の方は担当ではなく説明を聞けなかったことがあった。工芸
美術館の整備にあたって、民俗資料についてもここで展示するなどして来園者が見る
ことができると良い。

術館内に音が出る空間が作られるべきではない。

ての価値がなくなる。

の場として整備をするのであれば詳しく示してほしい。

　国際版画美術館内に整備するアートステージについては、公園と美術館をつなぐ新
たな顔として美術館の導入空間としての役割を担っています。アート（美術）を通して
人々や美術品が集まり、みなさん自身にとって心地の良い時間を過ごせる場所として
美術館がより価値ある場となるよう計画しております。

　この空間については、民俗資料等についてもこのスペースを活用できないか検討す
るなど、庁内の連携を図りながら収蔵品のより一層の活用や魅力的な展示のあり方な
どについて検討してまいります。

　国際版画美術館内の現在の工房機能については、ガラスや陶磁器など新たな分野
も取り込むことで、現在の版画工房のご利用者はもとより、より多くの方にアート（美術）
を体験し、学ぶきっかけの場として整備をします。こちらは工房機能に加え、飲食機
能、パークミュージアムの運営拠点も含め複合化させたタイケンステージとして公園の
未利用地を活用します。

　アートステージや体験工房の整備内容については、引続き丁寧に説明や意見交換を
行い、より多くの方にご理解頂けるよう努力してまいります。

理すべきである。
　障がい者の方の雇用については、公園の中に障がい者の働く場を確保していきたいと
考えています。

えられないか。

いよう対策をすべきではないか。

か。

が。

　エレベーター整備の目的は、工芸美術館の整備に伴い新設するエレベーターを活用
することで、工芸美術館と版画美術館をシームレスにつなぎ、公園内の高低差の解消
にも寄与する新たなバリアフリー動線として整備するものです。利用可能な時間や運用
につきましては、地元の皆さまのご要望にも配慮して検討を進めてまいりますが、美術
館の休館日についても利用できることを前提とした設計を行っております。

　エレベーターは、車イスやベビーカーなどの利用の方を考慮し、自転車利用について
は考えておりません。新しく整備するバリアフリー動線や工芸美術館の屋上部分も含
め、園内については自転車から降りて押して通行できます。警備体制についても検討し
てまいります。エレベーターは、定員20名程度で計画しています。

　美術館の鑑賞を目的として訪れた場合の館内動線については、新設するアートス
テージをメインの入口とし、国際版画美術館の展示と（仮称）国際工芸美術館の展示
の両方をお楽しみ頂ける流れを意識して設計しております。各展示フロアは屋内空間
であるブリッジで接続されており、車いすの方やベビーカーをご利用の方でもスムーズに
移動が可能です。

報を提示してほしい。

ないといけないのか。第一駐車場に整備する方が木の伐採もなくいいのではないか。

地費は。

いか。

　（仮称）国際工芸美術館は、町田市公共施設再編計画に基づき閉館した博物館の
収蔵品や活動を引き継ぐ施設です。その整備については、2009年度に実施した「町田
市博物館等の在り方に関する市民アンケート調査」以降、学識経験者や地域のまちづ
くり団体の方などによる外部の専門委員による検討委員会など、多くの方に携わってい
ただき、現在の方向性やあり方を導いてまいりました。建物規模についても2018年度
以降、本計画の見直しを行っていくなかで、前設計より縮小し計画をしております。今
後も整備内容について、丁寧に説明や意見交換を行い、より多くの方にご理解頂ける
よう引続き努力してまいります。

　工芸美術館の位置については、前述の博物館のあり方の見直しから始まったこれま
での検討の中で、有識者による検討結果も踏まえて、2014年度策定した基本計画で
版画美術館の北側、つまり現在の計画地のあたりと決まったものです。
　収蔵庫を第一駐車場に置くケーススタディも行いましたが、収蔵庫から展示室までの
搬出入の往来について課題もあり、公園と美術館の関係性、建物規模を前回の基本
設計より小さくする前提などを考慮した際に、平地に独立して立つというよりは、地形に
沿うように建てることによって、景観が公園に馴染む現在の計画が最善と考えていま
す。

　また、今回の整備計画において発生する土砂の搬出量や整地費用についても、建
設場所が斜面地であることにより、平米単価で考えた場合は割高になりますが、今の
配置や形状としたことで、「パークミュージアム」というコンセプトに沿い、公園や国際版
画美術館との連携や繋がりを実現すると共に、美術館に必要な機能を2つの建物でで
きるだけ共有して一体化することにより、2館トータルでの維持管理コストの削減も見込
んでいます。今後の実施設計のなかでも引続きコストの削減を検討してまいります。

公開する際に、
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